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「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
人
に
な
ろ
う

　
 

〜
障
害
者
差
別
解
消
法
か
ら
考
え
る
」

有
賀
絵
里
さ
ん
に
よ
る
中
学
生
向
け
講
演
会
が
始
ま
り
ま
し
た

　

潮
来
市
で
は
平
成
30
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
障
害

者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
市
内
の
中
学
生
を
対
象
に
専
門

家
を
招
い
た
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

10
月
26
日
、
第
１
回
目
の
講
演
が
牛
堀
中
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
茨
城
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
で
テ
レ
ビ
番
組
出
演
や
講
演
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る

有
賀
絵
理
さ
ん
。「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
人
に
な
ろ

う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
自
身
の
体
験
を
元
に
社
会
に
存

在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
障
壁
（
バ
リ
ア
）」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
生
徒
が
有
賀
さ
ん
と
一
緒

に
体
験
を
織
り
交
ぜ
た
分
か
り
や
す
い
お
話
し
を
聴
講
し

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
こ
れ
か
ら
市
内
の
他
の
中
学
校

で
も
順
番
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 （
担
当
：
社
会
福
祉
課
）

　今回の研修会で、生徒さんお一人おひとりが「障
がい者のために障壁（バリア）を減らすのではな
く、社会の中に溢れている障壁をなくすことが大切
なんだ」ということを理解し、生活の中で、バリア
を減らすような眼を培ってくださると嬉しいです。
今回の研修会で感じたことを、ご家族、ご親戚、地
域の皆さんへと伝え、潮来市民に“こころのバリア
フリー人”が増えていくことを信じております。“障
がい者”も“非障がい者”も、お互いに、認め合い・
助け合い・支え合える社会が潮来市から築けるよう、
共に理解し合いましょう。

有
賀
絵
理（
あ
り
が
え
り
）さ
ん

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
生
ま

れ
、
日
立
市
出
身
。
茨
城
大
学
教

育
学
部
卒
。
現
在
、
茨
城
県
地
方

自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
茨

城
大
学
非
常
勤
講
師
。
障
が
い
当

事
者
で
も
あ
る
自
分
の
体
験
・
経

験
を
生
か
し
、
地
域
福
祉
の
災
害

時
要
援
護
者
避
難
や
障
が
い
福
祉

な
ど
を
研
究
中
。
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

Ｔ
Ｖ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
出
演
も
多
数
。

Voice

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

つ
な
げ
ま
し
ょ
う

つ
な
げ
ま
し
ょ
う

生徒たちから積極的な
意見発表がありました

車椅子で自在に動きながら
講演する有賀さん

要約筆記や手話通訳つきの講演もバリアフリーの一環です


